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《 輸入大豆 》 

１７／１８年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が８月１０日発表した、１７／１８年度の世界大豆生産・需給予測によれば、生

産量は前回比２．３％増の３億４，７３６万トンとなりました。米国などで増産となった一方

で、ブラジルなどでは減産となっています。 

需要が減少しているなか生産量が増加したため、期末在庫は前回比１.４％増の９，７７８

万トンに上方修正されています。 

 また、同日発表された１７／１８年度の米国大豆生産・需給予測によると、単収が引き上げ

られたことで生産量が増え、それに伴い総供給量は増加しました。なお搾油需要が減少したも

のの、供給増や価格下落による輸出量の増加を受けて総需要量も増えましたが、供給量の増加

が上回ったことで、期末在庫は前回比０.４％増の１，２９４万トンと上方修正されています。 

 

１７/１８年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，７３６万ｔ （対前年比     １.２％減） 

消 費 量 ３億４，３３２万ｔ （対前年比     ４.３％増） 

期末在庫量 ９，７７８万ｔ   （対前年比     ０.８％増） 

期末在庫率 ２８.５％      （対前年度差 １.０ポイント減） 

１７/１８年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,９２３万ｔ （対前年比     １.７％増） 

消 費 量 ５，６５０万ｔ   （対前年比     ３.４％増） 

輸 出 量 ６，０５６万ｔ   （対前年比     ３.５％増） 

期末在庫量 １，２９４万ｔ   （対前年比    ２８.４％増） 

期末在庫率 １１.１％     （対前年度差 ２.１ポイント増） 

 

 

〇米国大豆開花率、着サヤ率は平年並み-作柄概ね良好 

 米農務省がこのほど発表した、８月６日現在の米国大豆開花率は主要１８州平均で９０％ 

（前週８２％、前年９０％、平年８８％）と前年並みで推移し、平年を２ポイント上回って進

捗しています。 

 同日現在の米国大豆着サヤ率は主要１８州平均で６５％（前週４８％、前年６７％、平年 

６２％）と前年を２ポイント下回りますが、平年を３ポイント上回っています。 

 また米国大豆作柄状況は、主要１８州平均で普通２８％（前週２８％、前年２１％）、良好

５０％（前週４９％、前年５５％）、優良１０％（前週１０％、前年１７％）と概ね順調に生

育しています。米国全土で見ると北部のノースダコタなどでは生育の遅れが目立ち、南部のル

イジアナなどでは平年を上回って生育しています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２８年産国産大豆入札情報 

 平成２８年産国産大豆の最後となる７月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表されま

した。それによると、上場数量が７，１２２トンで、落札数量が１，８７３トン、落札率は２

６％という結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，９７６円となり、前月と比較

すると、６０ｋｇ／１９７円値下がりしました。 

 普通大豆の銘柄別では、佐賀県産フクユタカが６０ｋｇ／1万円台を回復しましたが、全国

的に値下がり傾向が見受けれました。また、宮城県産大粒ミヤギシロメは全量落札だったもの

の秋田県産リュウホウなど不落が目立つ結果となり、平均落札率は２６％と２８年産で最も低

い結果となりました。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １６年 １２月   ５，００９ｔ    ２，０２０ｔ     ４０％  

  １７年  １月   ７，１７８ｔ    ３，５６３ｔ     ５０％  

  １７年  ２月  １０，１３４ｔ    ５，１６９ｔ     ５１％  

  １７年  ３月   ９，８１９ｔ    ４，７５８ｔ     ４８％ 

１７年  ４月   ８，２８２ｔ    ４，０７３ｔ     ４９％ 

１７年  ５月   ８，５５３ｔ    ３，０１９ｔ     ３５％ 

１７年  ６月   ８，０２４ｔ    ２，７９６ｔ     ３５％ 

１７年  ７月   ７，１２２ｔ    １，８７３ｔ     ２６％ 

                                                 

    合 計   ６４，１２１ｔ   ２７，２７１ｔ     ４３％ 

 

《 トピックス 》 

〇平成２９年産大豆生産計画、大幅増の見込み 

 農水省の報告によれば、ＪＡ全農と全集連を合わせた、平成２９年産大豆の作付面積は１２

万４，９５８ha とほぼ前年並みを見込んでいますが、集荷予定数量は前年比１４％増の２１

万０，５３４ｔと大幅な増加を見込んでいます。 

 これまで国産大豆の作付面積は北海道や東北主導で拡大してきましたが、北海道で前年比

２％増に留まるなど全国的に頭打ち傾向となっています。 

 集荷見込みは、昨年大きな台風被害を受けた北海道で前年比２０％台の大幅な増加を見込ん

でいるほか、同じく前年産では多雨や日照不足の影響で単収、歩留りが悪化した九州も前年比

２０％台の増加を見込んでいます。 

 また品種別の作付面積は東北・北関東・北陸で拡大している里のほほえみが前年比２２％増

と拡大する見通しである一方で、里のほほえみにシフトが進むエンレイやタチナガハは縮小し

ています。 


